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★
区
長
提
出
議
案

◆
令
和
４
年
度
練
馬
区
一
般
会
計

予
算

予
算
額
２
千
912
億
４
千
480
万
４
千
円

◆
令
和
４
年
度
練
馬
区
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
予
算

予
算
額
656
億
173
万
９
千
円

◆
令
和
４
年
度
練
馬
区
介
護
保
険

会
計
予
算

予
算
額
617
億
２
千
156
万
８
千
円

◆
令
和
４
年
度
練
馬
区
後
期
高
齢

者
医
療
会
計
予
算

予
算
額
184
億
１
千
603
万
５
千
円

右
４
件
の
賛
否
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〈
賛
成
〉

　
　

自
民
党　

公
明
党

　
　

練
馬
会
議　

立
憲
民
主

　
　

蒼
風
会

〈
反
対
〉

　
　

イ
ン
ク
ル　

共
産
党

　
　

オ
ン
ブ
ズ

◇
令
和
４
年
度
練
馬
区
公
共
駐
車

場
会
計
予
算

予
算
額
３
億
５
千
345
万
９
千
円

◇
練
馬
区
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

「
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す

る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
」
の
廃
止
に
伴
い
、
同
法

を
引
用
し
て
い
る
規
定
を
改
め

る
。

◇
練
馬
区
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
を
踏

ま
え
、
不
妊
治
療
の
た
め
の
休

暇
を
新
設
す
る
。

◇
練
馬
区
女
性
福
祉
資
金
貸
付
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
女
性
福
祉
資
金
貸
付
条

例
の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、
事

業
開
始
資
金
、
事
業
継
続
資
金

お
よ
び
修
学
資
金
の
う
ち
専
修

学
校
の
一
般
課
程
の
貸
付
限
度

額
を
引
き
上
げ
る
。

◇
練
馬
区
地
区
計
画
の
区
域
内
に

お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例補
助
230
号
線
大
泉
学
園
町
地
区 

地
区
計
画
区
域
内
お
よ
び
早
宮

二
丁
目
南
地
区
地
区
計
画
区
域

内
に
お
け
る
建
築
制
限
を
定
め

る
。

◇
練
馬
区
「
特
別
区
道
」
道
路
占

用
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
を
受

け
て
、
道
路
占
用
料
の
額
の
改

定
を
行
う
。

◇
練
馬
区
公
共
溝
渠
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
を
受

け
て
、
使
用
料
の
額
の
改
定
を

行
う
。

◇
練
馬
区
立
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

谷
原
ハ
ン
カ
チ
の
木
緑
地
（
谷

原
５

－

11

－

３
）
を
新
設
す
る

と
と
も
に
、
固
定
資
産
税
の
評

価
替
え
を
受
け
て
、
占
用
お
よ

び
許
可
行
為
に
係
る
使
用
料
の

額
の
改
定
を
行
う
。

◇
練
馬
区
立
児
童
遊
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
を
受

け
て
、
許
可
行
為
に
係
る
使
用

料
の
額
の
改
定
を
行
う
。

◇
練
馬
区
立
光
が
丘
健
康
運
動
公

園
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
を
受

け
て
、
許
可
行
為
に
係
る
使
用

料
の
額
の
改
定
を
行
う
。

◇
東
京
都
市
計
画
事
業
土
支
田
中

央
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
規

程
を
定
め
る
条
例
を
廃
止
す
る

条
例

清
算
金
の
分
割
徴
収
が
完
了
し
、

土
支
田
中
央
土
地
区
画
整
理
事

業
の
事
業
期
間
が
満
了
す
る
た

め
、
同
事
業
の
施
行
規
程
を
定

め
た
条
例
を
廃
止
す
る
。

◇
練
馬
区
立
自
転
車
駐
車
場
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

氷
川
台
駅
第
十
自
転
車
駐
車
場

（
氷
川
台
３

－

36

－

３
）
を
新

設
す
る
と
と
も
に
、
早
宮
第
三

自
転
車
駐
車
場
を
廃
止
す
る
。

◇
練
馬
区
立
幼
稚
園
教
育
職
員
の

勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
を
踏

ま
え
、
不
妊
治
療
の
た
め
の
休

暇
を
新
設
す
る
。　

◇
特
別
区
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
（
３
件
）

◇
特
別
区
道
路
線
の
廃
止
お
よ
び

認
定
に
つ
い
て

◇
練
馬
区
立
上
石
神
井
北
小
学
校

校
舎
等
改
築
工
事
請
負
契
約

◇
練
馬
区
立
上
石
神
井
北
小
学
校

校
舎
等
改
築
機
械
設
備
工
事
請

負
契
約

◇
練
馬
区
立
上
石
神
井
北
小
学
校

校
舎
等
改
築
電
気
設
備
工
事
請

負
契
約

◇
練
馬
区
立
上
石
神
井
北
小
学
校

給
食
調
理
用
備
品
の
買
入
れ
に

つ
い
て 

◇
練
馬
区
立
関
町
北
小
学
校
校
舎

等
改
築
工
事
請
負
契
約
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
練
馬
区
立
東
大
泉
児
童
館
）

株
式
会
社　

ポ
ピ
ン
ズ

﹇
期
間
﹈
４
年　
　

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
練
馬
区
立
東
大
泉
児
童
館
学

童
ク
ラ
ブ
お
よ
び
練
馬
区
立
東

　

大
泉
児
童
館
第
二
学
童
ク
ラ
ブ
）

株
式
会
社　

ポ
ピ
ン
ズ

﹇
期
間
﹈
４
年　

◇
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る

規
約

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
に

つ
い
て
、
保
険
料
の
軽
減
に
係

る
経
費
を
引
き
続
き
各
区
市
町

村
の
一
般
会
計
か
ら
負
担
金
と

し
て
支
弁
す
る
こ
と
と
す
る
た

め
、
規
約
の
変
更
を
行
う
。

◆
令
和
３
年
度
練
馬
区
一
般
会
計

補
正
予
算

補
正
額
42
億
７
千
596
万
４
千
円

計
３
千
231
億
６
千
320
万
９
千
円

〈
賛
成
〉

　
　

自
民
党　

公
明
党

　
　

練
馬
会
議　

立
憲
民
主

　
　

蒼
風
会

〈
反
対
〉

　
　

イ
ン
ク
ル　

共
産
党

　
　

オ
ン
ブ
ズ

◇
令
和
３
年
度
練
馬
区
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
補
正
予
算

補
正
額
34
億
６
千
505
万
３
千
円

計
658
億
９
千
733
万
円

◇
令
和
３
年
度
練
馬
区
介
護
保
険

会
計
補
正
予
算

補
正
額
５
億
９
千
457
万
６
千
円

計
607
億
４
千
54
万
４
千
円

◇
令
和
３
年
度
練
馬
区
後
期
高
齢

者
医
療
会
計
補
正
予
算

補
正
額
△
３
億
８
千
338
万
１
千
円

計
167
億
３
千
604
万
２
千
円

◇
令
和
３
年
度
練
馬
区
公
共
駐
車

場
会
計
補
正
予
算

補
正
額
894
万
８
千
円

計
４
億
２
千
141
万
７
千
円

◇
練
馬
区
長
等
の
給
料
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例区
長
お
よ
び
副
区
長
の
期
末
手

当
の
年
間
支
給
月
数
を
引
き
下

げ
る
。

◇
練
馬
区
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤

務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

教
育
長
の
期
末
手
当
の
年
間
支

給
月
数
を
引
き
下
げ
る
。

◇
練
馬
区
監
査
委
員
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

常
勤
の
監
査
委
員
の
期
末
手
当

の
年
間
支
給
月
数
を
引
き
下
げ

る
。

◇
練
馬
区
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
を
踏

ま
え
、
非
常
勤
職
員
の
育
児
休

業
お
よ
び
部
分
休
業
の
取
得
要

件
の
緩
和
等
を
行
う
ほ
か
、
規

定
の
整
備
を
行
う
。

◆
練
馬
区
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

特
別
区
国
民
健
康
保
険
事
業
の

調
整
に
関
す
る
共
通
基
準
の
改

正
を
踏
ま
え
、
保
険
料
率
等
を

変
更
す
る
。
ま
た
、
国
民
健
康

保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
保
険
料
の
賦
課
限
度
額

の
引
上
げ
お
よ
び
未
就
学
児
に

係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
の
減

額
を
行
う
ほ
か
、
民
法
の
一
部

改
正
に
よ
る
成
年
年
齢
の
引
下

げ
を
踏
ま
え
、
結
核
医
療
給
付

金
の
支
給
対
象
者
に
係
る
規
定

を
改
め
る
。

〈
賛
成
〉

　
　

自
民
党　

公
明
党

　
　

練
馬
会
議　

立
憲
民
主

　
　

蒼
風
会

〈
反
対
〉

　
　

イ
ン
ク
ル　

共
産
党

　
　

オ
ン
ブ
ズ

★
議
員
提
出
議
案

◇
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
侵
略
に
断
固
抗
議
す
る
決
議

（
下
段
に
全
文
を
掲
載
）

◇
練
馬
区
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

お
よ
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
令

和
４
年
６
月
の
支
給
月
数
を
引

き
下
げ
る
。

★
委
員
会
提
出
議
案

◇
順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属
練
馬

病
院
に
お
け
る
三
次
救
急
医
療

機
関
の
指
定
等
を
求
め
る
意
見

書（
８
面
に
全
文
を
掲
載
）

◇
陳
情
第
119
号　

三
次
救
急
医
療

機
関
の
整
備
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

陳
情
の
要
旨
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

会派の略称　 自民党：練馬区議会自由民主党　公明党：練馬区議会公明党　練馬会議：練馬区議会未来会議・都民ファーストの会・国民民主党　 
インクル：インクルーシブな練馬をめざす会　共産党：日本共産党練馬区議団　立憲民主：練馬区議会立憲民主党　オンブズ：オンブズマン練馬　 
蒼風会：ふくし蒼風会

可
決
し
た
も
の

可
決
し
た
も
の

　本
会
議
で
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
◆
印
で
表
示

し
、賛
成
、反
対
そ
れ
ぞ
れ
の
会
派
名
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

議
決
し
た
議
案

議
決
し
た
議
案

本　　会　　議

採採

択択

陳

情

結
果
の
で
た

陳

情

陳

情

結
果
の
で
た

結
果
の
で
た

決 議

　本年２月24日、ロシアは国際社会の警告を無視し、
ウクライナへの侵略を開始した。
　これは、ウクライナの主権及び領土を侵害するも
のであり、アジアを含む国際社会の平和と安全を著
しく損なう許しがたい暴挙である。
　力を背景とした一方的な現状変更は、武力の行使
を禁ずる国際法及びいかなる紛争においても、第一
に平和的手段による解決を求めなければならないと
する国連憲章の明白かつ重大な違反であり、国際秩

序の根幹を揺るがすもので断じて看過できない。
　よって、本区議会は、ロシアによるウクライナへ
の侵略に厳重に抗議するとともに、国際法に基づく
一日も早い秩序の回復を切望するものである。
　以上、決議する。

　令和４年３月３日
 練馬区議会　

●ロシアによるウクライナへの侵略に断固抗議する決議

　

練
馬
区
議
会
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
対

す
る
人
道
支
援
の
た
め
、
３
月
31
日
に
、
在
日
ウ
ク
ラ

イ
ナ
大
使
館
指
定
の
口
座
へ
救
援
金
を
送
金
し
ま
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金
を

届
け
ま
し
た


